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【令和２(2020)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 
 Ａ＋ 当初計画を上回っており、かつ改善した評価指標による目標達成が見込まれる。 

○ Ａ 当初計画が達成されつつあり、今後の目標達成が見込まれる。 

 Ａ－ 当初計画より一部遅れは見られるが、概ね今後の目標達成が見込まれる。 

 Ｂ 今後の目標達成の見込みはあるが、経費の使用に問題があるため、経費の減額

が適当である。 

 Ｃ 今後の目標達成が見込まれないため、取組の中止が適当である。 

（評価意見） 
発行している学術誌のアクセス数、インパクトファクター（IF）や国外からの投稿数の増加など

により、国際情報発信の取組の成果が裏付けられており、当初計画の達成が見込まれる。   

しかしながら、科研費補助の終了後の収入計画が現時点で明確ではない。補助金相当分を受取入

会金の増加分で補填することを計画しているが、難しいと思われる為、早めの検討が必要かと思

う。 

 
 


